（　　　　　　　　　）高校教職員の皆様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2000万人「戦争法の廃止を求める統一署名」のお願い
　
「戦争させない・9条壊すな！総がかり行動実行委員会」は、標記の署名運動に取り組んでいます。目標は全国で2000万筆、2016年5月3日の憲法集会での発表をめざしてとりくみます。

安倍内閣が安保法案を国会に提出すると、全国の弁護士会が憲法違反だと反対運動に立ち上がりました。弁護士会は、弁護士として活動する人は加入が義務付けられている組織です。だから意見が分かれるような課題について特定の立場を表明することはありません。京都弁護士会の弁護士は街頭で次のように訴えていました。　
ところが安倍内閣は、憲法違反が明確なこの法律を、小選挙区制度で手に入れた議席の数の力で押し切りました。しかもその議席を獲得した総選挙は、「消費税増税を先延ばしすることについて国民の信を問う」という理由で解散したものでした。

「憲法を遵守せよ」「民主主義破壊を許すな」の大きな声を、国会と内閣につきつけましょう。
生徒や私たち、そして子や孫を戦場に送らないために、大いに奮闘しましょう。
1) ご家族や友人・知人にも呼びかけてください。
2) 1筆でも2筆でも、集まった署名を（　　　　）へお渡しください。
よろしくお願いします。
京都市立高等学校教職員組合　　　　　　　　　　分会



「弁護士会には右から左まで様々な考えの人が属しているので、会として政治的な主張は普通しません。しかし憲法違反のこの法案は許す事ができないと、弁護士会として正式に反対の態度を明確にして行動する事を決めました。」








